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四
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収
め
る
の
は
、『
後
語
』
序
に
言
う
「
以
明
天
下
之
大
戒
也
」（
以
て
天
下
の
大

戒
を
明
か
に
す
る
也
）
の
意
に
倣
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

(4) 

と
は
い
え
盲
従
は
し
な
い
。

⑥
揚
雄
「
反
離
騒
」
朱
熹
序
の
劉
歆
の
子
の
名
の
例
で
は
、
朱
熹
の
原
文
を

一
応
そ
の
ま
ま
引
き
な
が
ら
も
原
文
の
誤
り
を
割
注
で
指
摘
し
て
い
る
。
絅
斎

が
『
遺
言
』
執
筆
に
当
た
っ
て
精
密
な
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
、
朱
熹
を
尊
崇

す
る
姿
勢
は
強
い
が
盲
従
で
は
な
い
学
究
姿
勢
を
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

 ２) 

崎
門
派
の
思
想
的
特
徴
が
色
濃
い
。

つ
ま
り
、
忠(

君
臣
の
大
義)
お
よ
び
守
節
を
重
視
す
る
姿
勢
が
突
出
し
て

い
る
。

(1) 

朱
熹
の
文
に
も
敢
え
て
手
を
加
え
て
、
大
義
を
貫
徹
す
る
。

朱
熹
尊
崇
を
特
徴
と
す
る
『
遺
言
』
で
あ
る
が
、
大
義
に
関
わ
れ
ば
、
朱
熹

の
文
に
も
敢
え
て
手
を
加
え
て
、
大
義
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
。
原
理
原
則
に

拘
る
崎
門
派
ら
し
い
と
言
え
る
。
主
な
例
を
二
点
挙
げ
る
。

ま
ず
、
字
を
名
に
変
更
す
る
点
。
屈
原
に
つ
い
て
、『
集
注
』
が
「
原
」
と

字
を
用
い
る
の
を
『
遺
言
』
は
逐
一
「
平
」
と
名
に
改
め
て
い
る
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
、『
遺
言
』
本
文
で
も
『
講
義
』
で
も
絅
斎
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
が
、

既
に
見
た
よ
う
に
、
他
の
引
用
文
で
も
全
て
同
様
に
字
を
逐
一
名
に
改
め
て
お

り
36

、『
遺
言
』
全
巻
に
お
い
て
孔
孟
程
朱
の
四
人
以
外
に
は
全
て
名
を
用
い
て

い
る
37

。
朱
子
学
者
と
し
て
の
姿
勢
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
38

。

次
に
、原
文
に
無
い
字
句
を
挿
入
す
る
点
。
⑥
朱
熹
『
楚
辭
後
語
』
揚
雄
「
反

離
騒
」
序
の
引
用
に
お
い
て
、
冒
頭
の
漢
朝
と
新
朝
で
の
官
職
名
の
間
に
原
文

に
は
無
い
「
句
」
の
一
字
を
小
字
で
挿
入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
遺

言
』
に
も
『
講
義
』
に
も
絅
斎
が
そ
の
意
図
を
述
べ
る
語
は
見
え
な
い
が
、
絅

斎
が
正
統
王
朝
と
み
な
す
漢
朝
へ
の
出
仕
と
簒
奪
王
朝
と
み
な
す
王
莽
の
新
朝

へ
の
出
仕
と
を
同
列
に
扱
う
こ
と
を
嫌
い
、
こ
の
二
朝
を
峻
別
す
る
た
め
と
見

て
、
ほ
ぼ
間
違
い
無
い
だ
ろ
う
。

(2) 

朱
熹
の
文
以
外
に
加
え
る
改
編
に
見
え
る
思
想
的
特
徴

朱
熹
の
文
へ
の
改
編
は
抑
制
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
文
に
は

大
幅
な
改
編
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
編
は
雄
弁
に
絅
斎
の
思
想
を

語
る
。
主
な
二
点
を
指
摘
す
る
。

ま
ず
、
刪
除
で
あ
る
。
②
の
司
馬
遷
に
よ
る
屈
原
評
や
⑮
范
曄
の
荀
爽
評
で

見
た
よ
う
に
、
自
説
と
異
な
る
言
辞
は
執
拗
な
ほ
ど
徹
底
し
て
刪
除
し
、
自
説

を
貫
徹
し
て
い
る
。

次
は
、
挿
入
で
あ
る
。
絅
斎
は
本
文
の
み
な
ら
ず
、
本
文
に
加
え
る
割
注
で

さ
え
も
基
本
的
に
引
用
に
よ
っ
て
お
り
、
自
ら
が
文
を
書
き
加
え
る
こ
と
は
極

力
避
け
て
い
る
が
、
自
身
で
語
を
書
き
加
え
て
い
る
箇
所
が
巻
一
で
は
三
箇
所

あ
る
。
こ
れ
ら
の
僅
か
な
例
外
は
絅
斎
の
強
い
拘
り
が
現
れ
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
出
来
る
。
一
例
目
は
⑰
陳
太
丘
に
つ
い
て
の
黄
榦
の
評
に
お
い
て
「
宦
官
」

と
割
注
を
挿
入
、
二
例
目
は
⑩
薛
方
の
伝
に
お
い
て
「
簒
國
」
の
一
語
を
挿
入
、

三
例
目
は
⑪
司
馬
光
に
よ
る
龔
勝
評
に
割
注
し
て
、
班
固
が
謀
逆
の
罪
に
連
座

し
て
獄
死
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
刪
除
と
挿
入
と
い
う
正
反
対

の
方
向
性
か
ら
の
改
編
は
、
し
か
し
君
臣
の
大
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点

で
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

　
　
　

む
す
び
に

最
後
に
、
肝
心
の
屈
原
観
で
あ
る
が
、『
遺
言
』
に
お
け
る
屈
原
は
、
忠
（
君

臣
の
大
義
）
と
守
節
と
い
う
絅
斎
が
最
も
重
視
す
る
価
値
を
擬
人
化
し
た
象
徴
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で
あ
る
と
言
え
る
。
屈
原
と
い
う
人
物
の
実
像
に
つ
い
て
の
関
心
や
辞
賦
自
体

へ
の
関
心
は
少
な
く
と
も
『
遺
言
』
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
遺
言
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
辞
賦
本
体
で
は
な
く
乱
辞
で
あ
り
、「
離
騒
」
も
篇
名

が
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
等
、
巻
一
の
内
容
と
構
成
に
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、
絅
斎
は
屈
原
と
い
う
象
徴
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
守
節
観
を
展
開
し

て
い
る
の
か
、
こ
の
点
に
焦
点
を
当
て
て
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

附
記:

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究(

Ｃ)

「
国
際
漢
学
に
お
け

る
日
本
楚
辞
学
の
位
置
づ
け
と
意
義
」（
課
題
番
号19K00377

）
の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。

1 �

浅
見
絅
斎
の
伝
お
よ
び
そ
の
学
と
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
浅
見
絅
斎

講
『
楚
辭
師
説
』
研
究
序
説
―
埼
門
派
の
学
と
思
想
―
」『
宮
崎
公
立
大
学

人
文
学
部
紀
要
』（
第
二
八
巻
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。
な
お
、
論
文
題

の
「
埼
門
」
は
「
崎
門
」
の
誤
り
。

2 �

石
本
道
明
「
淺
見
絧
齋
『
楚
辭
師
説
』
小
考
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
六
巻
、

第
一
二
号
、
二
〇
一
五
年
。

3 �「
靖
獻
遺
言
講
義
跋
」近
藤
啓
吾
・
金
本
正
孝
編『
淺
見
絅
齋
集
』国
書
刊
行
会
、

一
九
八
九
年
所
収
、
三
六
四
頁
。

4 �

な
お
、
門
生
に
よ
る
『
靖
献
遺
言
』
の
講
義
筆
録
や
、
近
代
以
降
の
研
究

者
に
よ
る
注
釈
書
も
『
靖
献
遺
言
講
義
』
と
題
す
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、

以
下
で
も
書
名
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
用
い
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
こ
の
点

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

5 �

貞
享
四
年
の
年
の
九
月
三
十
日
か
ら
元
禄
元
年
と
な
る
。

6 �

詳
細
は
「
第
二
章
［
附
］
靖
献
遺
言
の
改
訂
」
近
藤
啓
吾
『
増
訂
淺
見
絅

齋
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
お
よ
び
近
藤
「
解
題
」
近
藤
・

金
本
編
、
前
掲
書
参
照
。

7 �

当
該
書
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
所
収
テ
ク
ス
ト
は
沼
田
宇
源
太
刊
『
靖
獻

遺
言
講
義
』（
明
治
四
四
年
刊
行
）
の
本
文
を
影
印
で
収
録
。
当
初
は
伝
存

す
る
中
で
最
も
早
期
の
刊
本
で
あ
る
青
表
紙
・
無
刊
記
本
を
復
刻
し
よ
う

と
し
た
が
、
伝
存
す
る
諸
本
は
全
て
満
紙
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
て
読
み
難

い
た
め
断
念
。
沼
田
本
の
誤
植
を
（
上
述
の
無
刊
記
本
に
拠
り
）
改
訂
し

た
上
で
影
印
で
収
録
し
た
と
言
う
。

8 �

使
用
し
た
写
本
に
つ
い
て
は
当
該
書
「
解
題
」
に
は
「
写
本
に
よ
っ
て
収
め

る
」
と
の
み
記
さ
れ
、
写
本
名
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
近

藤
啓
吾
『
靖
獻
遺
言
講
義
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）「
凡
例
」
に

以
下
の
写
本
を
近
藤
が
家
蔵
し
、
参
考
文
献
と
し
て
用
い
た
と
あ
る
。
浅

見
絅
斎
『
講
説
』、
浅
見
絅
斎
『
講
義
』、
若
林
強
斎
『
講
義
』、
谷
秦
山
『
講

義
』、
西
依
墨
山
『
講
義
』、
落
合
東
堤
『
書
き
入
れ
』。
な
お
、
本
文
で
述

べ
る
よ
う
に
、『
講
義
』
の
初
刊
本
と
し
て
寛
延
元
年
本
が
あ
り
、
こ
れ
を

底
本
と
し
て
採
用
す
る
も
の
も
あ
る
が
（
阿
部
吉
雄
他
編
『
朝
鮮
の
朱
子
學
』

明
徳
出
版
社
、
一
九
七
七
年
等
）、
近
藤
は
、
寛
延
元
年
本
は
写
本
と
比
べ

る
と
、
刊
行
者
に
よ
っ
て
全
体
に
わ
た
り
多
く
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、絅
斎
に
よ
る
講
義
の
本
来
の
姿
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
巻
六
「
謝

枋
得
」「
余
説
」
近
藤
、前
掲
『
講
義
』
に
具
体
例
。
更
に
詳
細
は
近
藤
「
解

題
」
近
藤
・
金
本
編
、
前
掲
書
参
照
）。
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四
八

9 �

な
お
「
靖
獻
遺
言
跋
」
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
『
靖
獻
遺
言
講
義
』
の
跋

文
で
あ
る
。

10 �
谷
秦
山
（
た
に
・
じ
ん
ざ
ん
。
一
六
六
三
|
一
七
一
八
）
は
土
佐
藩
に
伝
わ
っ

た
朱
子
学
「
南
海
朱
子
学
派
」
に
属
す
る
一
人
。
始
め
浅
見
絅
斎
、
次
い

で
山
崎
闇
斎
に
師
事
し
た
。

11 �

谷
秦
山
『
靖
獻
遺
言
講
義
』。
近
藤
、
前
掲
『
講
義
』
七
四
四
頁
所
引
。

12 �

楠
木
正
成
（
生
年
不
詳
|
一
三
三
六
年
）
は
幕
末
か
ら
近
代
日
本
に
お
い

て
尊
王
の
忠
臣
と
し
て
盛
ん
に
称
揚
さ
れ
た
が
、
崎
門
派
に
よ
る
尊
崇
も

こ
の
こ
と
に
力
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
絅
斎
の
高
弟
強
斎
が
開
い
た
学
堂

「
望
楠
軒
」
は
正
成
に
ち
な
ん
だ
命
名
で
あ
る
。

13 �

清
涼
殿
へ
の
昇
殿
を
許
さ
れ
る
家
柄
の
上
級
貴
族
。

14 �

竹
内
式
部
と
『
遺
言
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
近
藤
、『
淺
見
絅

齋
の
研
究
』、
一
三
一
|
一
三
三
頁
参
照
。

15 �『
遺
言
』
の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、
近
藤
、
前
掲
『
淺
見
絅

齋
の
研
究
』
一
二
頁
参
照
。

16 

野
山
獄
（
の
や
ま
ご
く
）
は
萩
に
あ
っ
た
長
州
藩
の
獄
。

17 

吉
田
松
陰
「
屈
原
」、「
二
十
一
回
未
焚
稿
」（
安
政
元
年
）「
詠
史
八
種
　
靖

獻
遺
言
を
讀
む
に
因
り
て
作
る
」、「
松
陰
詩
稿
」
山
口
県
教
育
会
編
『
吉

田
松
陰
全
集
』
第
六
巻
、
二
〇
一
二
年
、
四
五
|
四
六
頁
。

18 �

林
田
愼
之
助『
幕
末
維
新
の
漢
詩 : 

志
士
た
ち
の
人
生
を
読
む
』筑
摩
書
房
、

二
〇
一
四
年
、
七
三
頁
。

19 �

出
典
に
「〈
思
起
〉
を
〈
憶
起
〉
と
推
敲
あ
り
」
と
あ
る
に
従
う
（『
高
杉

晋
作
全
集
』
四
四
九
頁
）。

20 �

高
杉
晋
作
「
囚
中
作
」
堀
哲
三
郎
編
『
高
杉
晋
作
全
集
』（
下
巻
）
人
物
往
来
社
、

一
九
七
四
年
、
四
四
九
頁
。

21 �

栗
本
鋤
雲
「
匏
庵
詩
集
」
一
八
頁
、日
本
史
籍
協
会
編
『
匏
庵
遺
稿
二
』（
続

日
本
史
籍
協
会
叢
書
）、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
復
刻
。

22 �

西
郷
隆
盛
「
偶
成
」、
西
郷
隆
盛
全
集
編
纂
委
員
会
編
『
西
郷
隆
盛
全
集
』

第
四
巻
、
大
和
書
房
、
一
九
七
八
年
、
二
七
頁
。

23 �

近
藤
啓
吾
『
靖
獻
遺
言
講
義
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
、
七
五
八
頁
。

24 �

以
下
、
近
藤
・
金
本
編
、
前
掲
書
所
収
テ
ク
ス
ト
を
底
本
と
す
る
。
底
本

は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
文
の
一
部
に
漢
文
が
混
じ
り
、
返
り
点
が
打
た

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
返
り
点
は
打
た
ず
に
読
み
下
す
。
な
お
、
阿
部

他
編
、
前
掲
書
（
底
本
は
寛
延
刊
本
）
を
参
照
し
、
送
り
仮
名
や
読
点
等

に
若
干
の
変
更
も
加
え
た
。
ま
た
、
底
本
と
阿
部
本
収
録
版
に
は
文
字
の

異
同
が
少
な
く
な
い
が
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
大
き
な
異
同
に
※
印

を
付
す
に
留
め
る
。

25 �

絅
斎
の
こ
の
考
え
は
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
前
序
の
「
庶
幾
讀
者
得
以
見
古

人
於
千
載
之
上
、
而
死
者
可
作
又
足
以
知
千
載
之
下
、
有
知
我
者
而
不
恨

於
來
者
之
不
聞
也
」
を
想
起
さ
せ
る
。

26 �

以
下
、
原
拠
文
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
近
藤
、
前
掲
『
講
義
』
一
四
―

五
三
頁
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

27 �

史
記
「
屈
原
伝
」
を
引
用
し
て
経
緯
を
補
う
が
、『
史
記
』
本
文
と
は
若
干

の
異
同
が
あ
る
。
絅
斎
は
字
句
に
変
更
は
加
え
て
い
な
い
が
、
部
分
的
に

割
愛
し
て
い
る
。

28 �

絅
斎
の
湯
武
革
命
に
対
す
る
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
詳
細
は
、
前
掲
注
１

拙
稿
参
照
。

29 �

先
に
見
た
『
楚
辭
集
注
』「
離
騒
」
序
中
の
「
原
」
に
つ
い
て
は
、逐
一
「
平
」
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四
九

に
改
め
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
朱
熹
の
文
を
尊
重
す
る
た
め
で
は

な
く
、
絅
斎
ら
し
か
ら
ぬ
訂
正
漏
れ
で
あ
ろ
う
か
。

30 �
朱
熹
『
集
注
』
は
「
曾
傷
爰
哀
…
人
心
不
可
謂
兮
」
句
に
注
し
て
「
按
此

四
句
若
依
史
記
移
著
上
文
懷
質
抱
情
之
上
…
文
意
尤
通
貫
」
と
言
う
。

31 �

沼
田
本
講
義
に
「
句
ト
ア
ル
ハ
此
句
ギ
リ
デ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ハ
ツ
キ
リ
ト
二
主
ニ
事
ヘ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

タ0

ヿ0

ガ
見
エ
ル

0

0

0

0

」
と
言
う
（
近
藤
・
金
本
編
、
前
掲
書
、
二
〇
頁
）。
な
お
、

沼
田
は
講
義
執
筆
に
当
た
っ
て
、
崎
門
に
連
な
る
内
田
周
平
所
蔵
の
書
入

本
を
用
い
て
補
正
を
し
、
内
田
の
厳
密
な
校
訂
を
経
た
と
し
て
お
り
、
更

に
補
正
を
加
え
る
土
台
に
用
い
た
写
本
二
種
に
つ
い
て
も
、
強
斎
『
靖
獻

遺
言
』
講
義
と
の
類
似
か
ら
絅
斎
門
下
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
測
、
つ
ま

り
自
身
の
講
義
は
絅
斎
門
下
に
伝
わ
っ
た
内
容
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て

い
る
。

32 �

傍
線
部
で
は
原
拠
の
表
現
が
再
編
さ
れ
て
い
る
。
原
拠
の
『
後
漢
書
』「
荀

韓
鍾
陳
列
傳
」
で
は
「
荀
爽
、
鄭
玄
、
申
屠
蟠
俱
以
儒
行
爲
處
士
、
累
徵

並
謝
病
不
詣
。
及
董
卓
當
朝
、
復
備
禮
召
之
」。

33 

『
朱
子
文
集
』
に
「
答
尤
延
之
」（
巻
三
七
）
お
よ
び
「
答
潘
叔
昌
」（
巻

四
六
）
を
収
め
る
。

34 �『
遺
言
』
は
「
榦
」
を
「
幹
」
に
誤
る
。

35 �

こ
こ
に
は
崎
門
派
の
特
徴
が
見
え
る
。
崎
門
派
は
実
践
を
重
視
し
て
、
林

家
に
代
表
さ
れ
る
広
く
修
め
る
学
風
を
批
判
し
、
学
ぶ
べ
き
文
献
を
厳
選

（
限
定
）
し
た
。
詳
細
は
前
掲
注
１
拙
稿
参
照
。

36 �

例
外
的
に
、『
集
注
』
前
序
「
原
之
爲
人
」
の
箇
所
の
み
字
が
残
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
29
参
照
。

37 �

近
藤
、『
講
義
』、
一
六
頁
。

38 �

こ
の
点
に
つ
い
て
、
沼
田
本
は
「
字
で
呼
ぶ
の
は
そ
の
人
物
に
敬
意
を
示

す
こ
と
に
な
る
た
め
、
敢
へ
て
名
を
用
い
て
、
日
本
人
が
日
本
人
の
道
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
参
考
と
す
る
意
を
示
し
た
」
と
し
て
お
り
、
近
藤

も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
沼
田
本
は
絅
斎
門
下
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
（
前
掲
注
31
）、
絅
斎
の
説
を
伝
え
る
可
能
性
は
あ

る
が
、
確
証
と
は
言
え
な
い
。
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